
 

 
 

事務事業名 森林保護事業 事業コード 0650 

所属コード 142000 課等名 林政課 係名 林政係 

課長名 高橋 山雄 担当者名 高坂 亮 内線番号 6054 

評価分類 ■ 一般  □ 公の施設  □ 大規模公共事業  □ 補助金  □ 内部管理 

 

１ 事務事業の基本情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 概要（旧総合計画体系における位置づけ） 

総合計画 

体系（旧） 

施策の柱 活力ある産業の振興 コード ５ 

施策 活力ある農林業の振興 コード 1 

基本事業 生産基盤の整備  コード ２ 

予算費目名(H26) 一般会計 ６款２項１目 森林保護事業（004-01）     

特記事項(H26)  

事業期間 □単年度  ■単年度繰返  □期間限定複数年度 開始年度 不明 

根拠法令等(H26) 森林法 

 

(2) 事務事業の概要 

 森林火災防止や森林の公益的機能の保全を図るため，民有林の巡視及び市民への周知を行う事

業である。 

 

 

 

 

 

(3) この事務事業を開始したきっかけ（いつ頃どんな経緯で開始されたのか） 

 森林法改正により，市町村が民有林の指導管理を行うこととなったため，森林保全体制の強化

及び山火事防止に努めている。 

 

 

 

 

 

(4) 事務事業を取り巻く現在の状況はどうか。(3)からどう変化したか。 

 平成 10年度森林法改正により，民有林の適正管理が市町村の自治事務となった。 

 

 

 

 

 

（平成 26年度実施事業） 



 

 

２ 事務事業の実施状況（Do）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 対象（誰が，何が対象か） 

 民有林と市民（盛岡・都南地域） 

 

 

 

 

 

(2) 対象指標（対象の大きさを示す指標） 

 
(3) 26年度に実施した主な活動・手順 

 盛岡・都南地域において，民有林火防巡視人による山火事巡視活動や，業務委託による山火事

防止広報活動，森林管理巡視員による民有林の巡視活動などを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 活動指標（事務事業の活動量を示す指標） 

 

(5) 意図（対象をどのように変えるのか） 

 ・民有林において山火事が起きないようにする。 

 ・民有林が健全な状態に保たれる（適正に除間伐等が行われる）。 

 

 

 

指標項目 単位 
23 年度 

実績 

24 年度 

実績 

25 年度 

実績 

26 年度 

見込み 

26 年度 

実績 

A 民有林面積（盛岡・都南地域） ha 27807 27807 27807 27807 27807 

B 民有林人工林面積（盛岡・都南地域）   ha 14467 14467 14467 14467 14467 

C 市の人口（盛岡・都南地域）  人 278921 279956 279000 281000 281600 

指標項目 単位 
23 年度 

実績 

24 年度 

実績 

25 年度 

実績 

26 年度 

目標値 

26 年度 

実績 

A 民有林火防巡視人（盛岡・都南地域）の巡視延べ日

数 

日 280 124 122 149 124 

B 山火事防止広報業務（盛岡・都南地域）の活動日数 日 6 6 6 6 6 

C 森林管理巡視員（盛岡・都南地域）による巡視活動

日数 

日 86 87 87 90 87 



 

(6) 成果指標（意図の達成度を示す指標） 

 
(7) 事業費 

項目 財源内訳 単位 
23 年度 

実績 

24 年度 

実績 

25 年度 

実績 

26 年度 

計画 

26 年度 

実績 

事業費 ①  千円 0 0 0 0 0 

②  千円 0 0 0 0 0 

③ 方債 千円 0 0 0 0 0 

④一般財源 千円 1029 1970 1993 2291 2046 

④ の他（       ） 千円 0 0 0 0 0 

A 小計 ①～⑤ 千円 1029 1970 1993 2291 2046 

人件費 ⑥延べ業務時間数 時間 240 240 240 240 240 

B 職員人件費  ⑥×4,000

円 

千円 960 960 960 960 960 

計 トータルコスト A＋B 千円 1989 2930 2953 3251 3006 

備考 

 

 

３ 事務事業の評価（See）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 必要性評価（評価分類が「内部管理」の事務事業は記入不要） 

① 施策体系との整合性 

整合している。理由は巡視によって山火事防止に寄与するとともに，森林の現況を把握によ

り，効率的な作業計画など，生産性の向上が図られるため。 

 

 

 

 

② 市の関与の妥当性 

妥当である。理由は森林法により「全般的な民有林の適正管理」は，地方自治体が行うよう

に定められている。また，森林の公益的機能の低下は，市民生活に直接及び間接的に影響を与

えることが考えられる。 

指標項目 性格 単位 
23 年度 

実績 

24 年度 

実績 

25 年度 

実績 

26 年度 

目標値 

26 年度 

実績 

A 森林火災件数（盛岡・都南地域） □上げる 

■下げる 

□維持 

件 1 1 1 0 1 

B 森林火災による被害面積（盛岡・都南

地域） 

□上げる 

■下げる 

□維持 

ha 11.93 

 

0.0164 

 

0.00705 0 0.025 

C 施業が行われた民有林の面積（盛岡・

都南地域） 

■上げる 

□下げる 

□維持 

ha 600 408 378 600 144 



 

③ 対象の妥当性 

法定事務であることから，現状で妥当である。 

 

 

 

 

④ 廃止・休止の影響 

影響がある。基本的に法定事務であり実施しないことはありえないが，適切な施業指導や山火事

防止が行えなくなるため，森林火災の増加や森林の手入れが減少し，森林の消失や森林の公益的

機能の低下により重大な災害を引き起こす恐れがある。 

 

 

 

 

(2) 有効性評価（成果の向上余地） 

    向上余地がある。山火事や森林現況に関する情報を，市から巡視人にこまめに伝えること

により，より効率的な森林保全巡視活動を行うことができる。 

 

 

 

 

 

(3) 公平性評価（評価分類が「内部管理」の事務事業は記入不要） 

  すべての民有林が対象であるため，受益機会は適正であるといえる。 

 

 

 

 

 

(4) 効率性評価 

    経費等を削減できない。理由は，現在の委託料は，標準的なものと比較して大分低く，さ

らに下げるには巡視回数を減らすしかない。また，人夫賃金の引き下げは，巡視人の意欲の

低下を招く可能性がある。 

 

 

 

 

４ 事務事業の改革案（Plan）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 概要（新しい総合計画体系における位置付け） 

総合計画 

体系（新） 
施策（方針） 農林業の振興 コード 21 

小施策（推進項目） 生産基盤の整備 コード 2 

  



 

 

(2) 改革改善の方向性 

    山火事や森林現況に関する情報を，市から巡視人にこまめに伝えることにより，より効率

的な森林保全巡視活動を行うことができる。 

 

 

 

 

 

(3) 改革改善に向けて想定される問題点及びその克服方法 

    予算の制約により，巡視回数の増加はできないが，引き続き各森林組合，巡視人への情報提

供により，効率的な巡視を行っていく。 

 

 

 

 

５ 課長意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 今後の方向性 

□ 現状維持（従来どおりで特に改革改善をしない） 

■ 改革改善を行う（事業の統廃合・連携を含む） 

□ 終了・廃止・休止 

 

(2) 全体総括・今後の改革改善の内容 

 昨年は，玉山区で大きな山火事が発生し，27年度は逆に休止で，大きくはないものの，林政課

が対応した事案が 2件発生している。 

 本市では，この山火事対策に昔から力を入れており，私が市に奉職した昭和 54年以降，大きな

山火事は発生していないが，昨年，今年と山林の乾燥状態は経験がないくらい厳しく，それによ

って発生したものと考える。→より注意を払わなければすぐ山火事になること！ 

 この状態が来年も続くなら，事業のやり方や規模について大きく変える必要がでてくるものと

考えます。（山林付近の野焼きの禁止や，徹底した注意喚起など） 

 


